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第３期貝塚市子ども・子育て支援事業計画を策定第３期貝塚市子ども・子育て支援事業計画を策定

　本市は、豊かな自然環境や祭礼文化を背景に、地域の中で子どもを育てるという風土や、地域の絆や

郷土を愛する心を育む土壌があります。

　子どもを産み育てることを希望する世帯が安心して子育てを楽しめる環境整備を進めていくために、

本市の特性を活かし、人と人とのつながりに重点を置いた施策を盛り込んだ「第３期貝塚市子ども・子

育て支援事業計画」を策定しました。計画期間は、令和７年度～11年度までの５年間とし、経済的支援

だけでなく市民・地域・行政の協働による子育て環境の整備・充実に取り組みます。

教育・保育施設を利用する子どもの家庭だけではなく、在宅の子育て家庭を含
むすべての家庭および子どもを対象とする事業についても実施しています。

基本理念

計画の基本目標

子ども・子育て支援事業(一部抜粋)

●親と子の健やかな成長を支援します ●家庭や地域における子育てを支援します

●仕事と家庭・地域生活の両立を支援します ●子どもの権利を守り、
　安全・安心にくらせるまちをつくります

一時預かり事業地域子育て支援拠点事業

放課後児童健全育成事業
（留守家庭児童会）

子育て援助活動支援事業
(ファミリー・サポート・センター事業)

　就学前児童がいる世帯で、不定
期の仕事や子育てのリフレッシュ
などの理由で、一時的に保護者が
育児をできない場合にご利用いた
だけるサービスです。
　幼稚園在園児は３～５歳、それ
以外は理由を問わず一時的に子ど
もを預けることが可能です。

　子育て世帯の方々の交流
を促進するための場を提供
しています。
　また、子育て世帯をサ
ポートするために、子育
て・栄養・健康・成長発達
などの様々な相談を受付け
ながら、講座の開設・遊び
場の提供といった子育て支
援を行います。

　就労などの理由で保護者
が昼間家庭にいない児童
に、放課後や学校休業中に
安心して生活する場所を提
供します。

　子育てに関するお手伝いが
必要な家庭に対し、子どもの
一時預かりや送迎といった子
育て支援に協力できる市内の
人を紹介することで、子育て
の援助を受けたい人と、子育
ての援助を行いたい人の橋渡
しをします。

【問合せ先】子育て支援課☎072－433－7090

子どもがすこやかに育ち　子育てに喜びを感じるまち　かいづか

～地域とともに子育ち・親育ち～

ホームページ

めぐりつながりあい事業

　子育てをしながら働くことが
できる短時間就労の機会の創出
と提供を目的とした「キャリア
ステップかいづか」。子育て世
代向け起業セミナーや再就職セ
ミナーなどを行っています。

　「子育てガイドブック」や「子育てナ
ビゲーション」に加えて、子育て支援ア
プリ「ためまっぷかいづか」で子育て支
援情報・施設や公園情報・イベント情報
を発信しています。子育て中の人が孤立
することなく、仲間作りが出来る場の創
出を行います。

ためまっぷかいづか

　

　４月はたくさんの生きものが姿を見せ始める時期です。４月にちな
んで４本の縦筋模様の日本固有種シマヘビをご紹介します。
　シマヘビは毒も無く、日本に広く分布しています。前回のアオダイ
ショウなどに比べると、神経質で攻撃的な個体も多く、特に黒化型の
俗に「カラスヘビ」とよばれる個体は性格が荒いといわれています。
食性は幅広く、なかでもカエルが大好物のようです。
　色彩変異が多いのも特徴ですが、とくに幼蛇の時期は成体と全く
違って横しま模様が目立ちます。模様もさることながら、 虹彩が赤く、
瞳が縦長のだ円形であることから、目つきが鋭い毒蛇を連想してしま
いますね。
　みなさんは、ヘビのどこまでが
胴体で、どこからがしっぽかご存
じですか？
　厳密にいうと総排せつ孔(そうは
いせつこう※)より後ろがしっぽと
いうことになるのですが、シマヘ
ビはわかりやすく、４本の縦しま
が２本になったところからがしっ
ぽなのです。


